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開 催 要 項  

 
【 NASA × ハッカソン 】 

− アイデアを形にするプログラミング・マラソン − 
 

 
 

1. ⽬的 
NASA Space Apps Challenge は、NASA 主催による世界各地で同時に⾏われるハッカ
ソンです。児童・⽣徒・学⽣をはじめ、プログラマー、エンジニア、教育者、デザイナ
ーなど、幅広い年齢層の様々な背景を持つ世界中の参加者が各地に集まり、NASA が
提供する宇宙や地球に関するオープンデータを活⽤して、地球や宇宙に関する多くの
チャレンジ（課題）を解決するための新たなアイデアやソリューションを創発すこと
を⽬指します。 

 
2. イベントの概要と串本での開催 

� Space Apps は 2012 年に始まり、以来、参加者は年々増加を重ねてきました。昨年 2024
年は全世界で 163 の国と地域から 93,520 ⼈以上の登録者を迎え、NASA から与えられ
た 20 のチャレンジに取り組み、9,996 のプロジェクトが⽣まれました。 

� Space Apps では、NASA が公開するオープンデータを活⽤して地球と宇宙の問題を解
決するためのアプリケーション、ビジュアルデザイン、ビジネスデザイン、ハードウェ
アなどの開発に取り組みます。このイベントでは、科学的探求と創造性を駆使し、新た
な視点からチャレンジに取り組むことが求められます。 

� ⽇本国内では、過去数年にわたり 3〜7 の地域で開催されてきており、2019 年には串
本が初めて会場として名乗りを上げました。⽇本初の⺠間ロケット射場「スペースポ
ート紀伊」が完成し、串本はまさに「宇宙の町」としての熱気に包まれています。今年
も串本で開催される「NASA Space Apps Challenge KUSHIMOTO」において、皆さん
の技術や知識を駆使し、地球と宇宙の未来を切り開く斬新なアイデアが⽣み出される
ことを期待しています。 

 
3. 主催・共催・協賛・後援等 

主 催 ：「NASA Space Apps Challenge KUSHIMOTO」実⾏委員会 



 

実⾏委員⻑  満⽥ 成紀（和歌⼭⼤学学⻑補佐、戦略情報室⻑、教授） 
共 催 ：和歌⼭県宇宙教育研究会 
協 賛 ：⼀般財団法⼈雑賀技術研究所、常⽯由良ドック株式会社、株式会社ビジュア

ル・テクノロジー研究所、株式会社組込 AI研究所、株式会社 KEGキャリ
アアカデミー、和歌⼭情報化推進協議会、ワム・システム・デザイン株式
会社、太洋テクノレックス株式会社 

後 援 ：和歌⼭県、串本町、和歌⼭放送、テレビ和歌⼭、紀伊⺠報、熊野新聞、スペ
ースワン株式会社 

事務局 ：特定⾮営利活動法⼈ 和歌⼭ IT教育機構 宮本 和明 
646-0011 和歌⼭県⽥辺市新庄町 3353-9 和歌⼭県⽴情報交流センター内 
0739-26-4111、080-2457-1846（宮本携帯）、sac.kushimoto@wite.jp 

 
4. 開催⽇と場所 

⽇付: 2025 年 10 ⽉ 4 ⽇（⼟）・5 ⽇（⽇） （スケジュール詳細は後述） 
場所: 和歌⼭県⽴潮岬⻘少年の家（和歌⼭県東牟婁郡串本町潮岬 669） 

 
5. 参加資格 

� 全年齢を対象とします。これまでに⼩学⽣が参加した実績もあります。 
� 専⾨知識がない⽅、プログラミングのスキルに不安がある⽅でも参加できます。専⾨家

のメンターがサポートしますので、参加期間中に新たなスキルを学ぶことも可能です。 
� 18 歳未満の参加者は保護者の同意が必要となります。詳細は参加申し込みアンケート

にてご確認ください。 
 
6. 個⼈またはチームでの参加 

� 個⼈でもチームでも参加できます。ただし、Space Apps は協働を重視したイベントで
すので、チームでの参加が推奨されています。原則、１チームのメンバー数は 5 ⼈ま
でとします。それを超える場合は、事前に事務局に相談してください。 

 

 
＜制作⾵景＞ 

7. 参加申し込み⽅法 
� ホームページ（https://space-apps-kushimoto.github.io/）の「参加申込み

フォーム」にアクセスし、必要事項を⼊⼒して送信してください。 
 
8. 定員 

� 先着 30 名程度（会場の広さの都合上、参加⼈数に制限を設けさせていた
だきます） 

ホームページ 



 

 
9. 申し込み期間 

� 2025 年９⽉１⽇（⽉）〜9 ⽉ 30 ⽇（⽕）（定員を超えた時点で締め切ります） 
 
10. 参加費⽤ 

� 無 料 （開催場所への交通費、⾷費・宿泊費は原則⾃⼰負担） 
 
11. スケジュール（予定） 

〔1 ⽇⽬〕10 ⽉ 4 ⽇（⼟） 
09:30 受付 
10:00 施設オリエンテーション 
10:30 開会式：開会挨拶、スタッフ・チーム・スポンサー紹介 
10:45 基調講演 菅原 亘 様/清⽔建設(株)フロンティア開発室 宇宙開発部 
        演題：SPACE ONEだけじゃない清⽔建設の宇宙のリアル（仮） 
11:30 アイデアワークⅠ 
12:00 （昼⾷） 
12:45 審査員紹介、審査基準説明、地⽅⼤会説明 
13:00 アイデアワークⅡ 
14:00 開発時間 
17:30 （⼣⾷） 
18:30 開発時間 
21:00 ⼊浴・就寝準備 
22:30 消灯 

〔2 ⽇⽬〕10 ⽉ 5 ⽇（⽇） 
06:30 起床、洗⾯、朝の集い、清掃 
07:45 （朝⾷） 
08:45 開発時間＋資料作成 
11:30 （昼⾷） 
12:30 プレゼンテーション：発表時間（5分）・質疑応答（5分）×チーム数 
14:15 審査 
14:30 審査発表・表彰式 
14:45 講評 
14:55 集合写真 
15:00 閉会      ※このスケジュールは⼀部変更になる場合があります。 
 

12. 審査員 
� 坂本 直弥 様  （株式会社古座MORI 代表取締役） 
� 太⽥ 昇  様  （和歌⼭県宇宙教育研究会 / 和歌⼭県⽴串本古座⾼等学校 CGS 部

顧問） 
� 岡⽥ 政彦 様  （特定⾮営利活動法⼈和歌⼭ IT教育機構） 

 
13. ミッションについて 

� NASA Space Apps Challenge では、NASA の提供するデータを活⽤して、宇宙と地球
に関する具体的なチャレンジの解決を⽬指します。以下に、2024 年の 20 個のチャレ
ンジの⼀部を⽰します。 
  太陽系外惑星探査の記録 ・ コミュニティマッピング 
  エクソスキー！     ・ 銀河ゲーム: 微⼩重⼒環境で楽しもう! 
  GLOBEプロトコルゲーム ・ Landsat反射率データ：すぐに、そして指先で 



 

  太陽系全体の地震検出 ・ 教室での PACE  ・ 教室での SDGs 
  2024 年 5 ⽉の磁気嵐の様⼦を教えてください  ・ 宇宙科学を視覚化する 
  気候に関する物語を教えてください！ ・ 繋がった地球を想像してみて 

 

 
＜⾼校⽣によるプレゼンテーション＞ 

 
14. 提出物の形式 

プロジェクトの提出物は、アプリケーション、ソフトウェア、ハードウェア、データビ
ジュアライゼーション、ビジネスプランなど、あらゆる形式が可能です。 

 
15. 表彰 

� 最優秀賞 （1 点） 
※ 本賞の受賞者の作品は世界⼤会に提出されます。さらに、世界⼤会の優勝者

は NASAへの招待の権利がプレゼントされます。 
� 特別審査員賞 （3 点） 

 
＜表彰式＞ 

 
16. 2024 年の受賞結果 

【最優秀賞】 
「 STARLINE 」（桐蔭⾼校科学部） 

 
【特別審査員賞】 
⽊星３号 

「Agri Stats」＜アグリスタッツ＞ 
 串本古座⾼校 CGS部ロケット班 
  「太陽系外惑星」 
 スぺスク（和歌⼭信愛⾼等学校、東京都⽴町⽥⾼等学校、国⽴東京⼯業⼤学科学技術⾼等学校、 

筑紫丘⾼等学校、京都市⽴堀川⾼等学校） 
「Mars explorer game」＜マースエクスプローラゲーム＞ 

 
17. ⾏動規範と諸規則 



 

� NASA Space Apps Challenge では、全世界の参加者に以下の⾏動規範と諸規則を遵守
することが求められています（⼀部抜粋）。 
【⾏動規範】 
  参加者は他の参加者を尊重し、公正で友好的な態度と姿勢が求められます。 
  いかなるハラスメントも許されません。性別、性的指向、⼈種、宗教、障害などに

基づく差別的なコメントや⾏動は許されません。 
  チームメンバー間の不適切な⾏為や⾔動が確認された場合、該当のチームは審査

対象から除外される可能性があります。 
【その他の規則】 
  提出物は、イベント期間中に作成されたものでなければなりません。 
  提出物は、NASA の独⾃の判断で⼀般に公開されることがあります。 
  参加者は⾃⾝の作品に使⽤する全てのソフトウェアや素材について、著作権また

はその他の知的財産権等の適法性を保証する責任があります。 
  18 歳未満の⽅の名前、声、肖像が確認できるものは、提出物に含めないでくださ

い。 
以上 

 
＜2024 年 10 ⽉、串本町にて＞ 


